
第４・５学年 国語科学習指導案

日 時 平成１６年１０月２２日（金）５校時

授業者 佐 藤 玲 子

（第４学年）男子４名 女子３名 計７名 

１ 単元名「大事なことを落とさずに話し、メモ

をとりながら聞こう」

教材名「電話で約束」

２ 単元設定の理由

（１） 単元について

第３学年及び第４学年の「話すこと･聞くこと」

の目標は、「相手や目的に応じ、調べた事などに

ついて、筋道を立てて話すことや話の中心に気を

付けて聞くことができるようにするとともに、進

んで話し合おうとする態度を育てる」ことであ

る。また、それらの能力を高めるために、（ア）

伝えたい事を選び、自分の考えが分かるように筋

道を立てて、相手や目的に応じた適切な言葉遣い

で話すこと、（イ）話の中心に気を付けて聞き、

自分の感想をまとめること、（ウ）互いの考えの

相違点や共通点を考えながら、進んで話し合うこ

と、の事項について指導することになっている。

本単元は、電話を使うときの話し方、聞き方で

大切なことを理解し、生活に役立てることをねら

いとしている。話す側は、相手のもっている情報

を勘案しつつ、何を伝えるべきかよく考えて話さ

なければならない。聞く側も、伝達されたことに

落ちがないか、聞き違いはないかなどを確認する

必要がある。電話などで伝言を受け取ることも増

えてくる時期であるので、日常生活の経験とも結

び付けつつ、「話すこと･聞くこと」の基礎を学ば

せるよい学習活動であると考える。

（２） 児童について

児童はこれまで、「みんな、子どもだった」の

学習において、直接人に会ってインタビューする

という内容の学習を経験してきた。そこで、話す

（第５学年） 男子５名 女子２名 計７名 

１ 単元名「話の組み立てや言葉づかいを考えて

たずねよう」

教材名「インタビュー名人になろう」

２ 単元設定の理由

（１） 単元について

第５学年及び第６学年の「話すこと･聞くこと」

の目標は、「目的や意図に応じ、考えた事や伝え

たい事などを的確に話すことや相手の意図をつ

かみながら聞くことができるようにするととも

に、計画的に話し合おうとする態度を育てる」こ

とである。また、それらの能力を高めるために、

（ア）考えた事や自分の意図が分かるように話の

組立てを工夫しながら、目的や場に応じた適切な

言葉遣いで話すこと、（イ）話し手の意図を考え

ながら話の内容を聞くこと、（ウ）自分の立場や

意図をはっきりさせながら、計画的に話し合うこ

と、の事項について指導することになっている。

本単元は、目的や内容を明確にし、相手に応じ

た言葉遣いでインタビューすることをねらいと

している。インタビューの場であらかじめ決めて

おいたことを機械的にインタビューし、聞きたい

ことに対する答えを得るだけではなく、目的や意

図を明らかにして話の組み立てを工夫し、目的や

場に応じた言葉遣いで話す力、また相手の意図を

つかみながら聞く力を育てたい。インタビューの

技能は、国語科のみならず総合的な学習の時間な

どさまざまな場面で必要とされるものである。こ

こでインタビューの技能を身に付け、日常生活で

実際に活用できるようにしたい。

（２）児童について

児童はこれまで、国語科や社会科、総合的な学

習の時間の中で、インタビューをする経験をして

いる。それは、自分がききたいことを質問するの



ときは相手によく分かるように話すこと、聞くと

きは大事なことを落とさずに聞くことを学習し

てきた。日常の活動では、帰りの会でのスピーチ

で自由な話題で話すことなどの活動をしてきた。

しかし、話を人に聞いてもらうことに意欲的な

児童が多い反面、アンケートを見ると「進んで発

表しようとしている」と感じている児童は半数で

あり、まだまだ不十分であると自己評価してい

る。また、アンケートでは「分かるように話して

いる」という児童がほとんどではあったが、実際

は話したいことが先に立ち、聞き手を意識して分

かりやすく話そうとしている姿の見られない児

童もいる。職員室での話し方を見ても、相手や場

を考えて話すというところには至っていない。ま

た、形としては聞いているように見えても、アン

ケートを見ると相手の話したい事の中心は何か

などを考えながら聞くことはできていない。

そこで本単元では、「相手に分かるように順序

よく話す」「大切なことに気を付けて聞く」「相

手に応じた適切な言葉遣いで話す」などの力を 
育てたい。

（３） 指導にあたって

学習を進めるにあたって、はじめに教科書の例

にある電話での話し方や聞き手の聞き方から、正

しく伝わらない原因は何かを、話す側、聞く側の

双方から考えさせる。そのうえで、日常的な場面

を想定させ、電話で伝え合うことの練習をさせた

い。その際、メモを活用すると間違いが少ないこ

とも経験させ、効果的なメモのとり方についても

考えさせたい。また、相手や状況に応じて言葉遣

いが変わることにも気付かせ、話し方を工夫させ

たい。

が主で、インタビューの様子を他の聴衆に聞かせ

るというものではない。また、準備した質問をす

ることはできるが、相手の返答に応じて質問を返

したりすることができる児童は少ない。日常の活

動では、帰りの会でのスピーチで自由な話題で話

すことなどの活動をしてきた。内容をよく考えて

聞き手に分かりやすく発表できる児童が多く、メ

モをもとに長い時間話したり、大事なことを落と

さないで聞こうとしたりする態度はできてきて

いる。自己評価でも、考えをもち、分かるように、

場や相手を考えて話しているという児童がほと

んどである。話し合いでも、全員が進んで話し合

いに参加しているという自己評価をしている。し

かし、自分の意見を説得力があるように話すこと

ができている児童は少なく、ただ発表することだ

けに意義を感じている児童も少なくない。

そこで本単元では、「話したい、聞きたい」と

いう子ども達の気持ちを大事にしながら、インタ

ビューのときの話す力･聞く力を伸ばしたい。

（３） 指導にあたって

学習を進めるにあたっては、インタビューした

経験を振り返り、インタビューをする際に気を付

けなければならないことをとらえさせたい。次

に、教科書の例文を使いながら、インタビューを

する際に必要な事項を確認する。それから、だれ

に何を何のために伝えたいかというインタビュ

ーのテーマを決めさせ、資料作りをし、話の組み

立てを考えさせたうえで練習に入りたい。評価の

場面では、自分達のインタビューの仕方を自己評

価・相互評価させながら、さらなる課題を見つけ

出したり、互いのよさを学びあったりして、イン

タビューの仕方についての学習をさらに深めさ

せていきたい。



３ 単元の目標

◎ 電話を使うときの話し方、聞き方で大切なこ

とを理解し、生活に役立てることができる。

＜関心･意欲･態度＞

・ 電話で内容を相手に正確に伝えるためには、

どのような話し方や聞き方をすればいいかを

考えながら、進んで話したり聞いたりしようと

する。

＜話すこと・聞くこと＞

・ 目的や内容に即して大切なことを考え、相手

に正確に分かりやすく話すことができる。

(話・聞ア)
・ 大切なことに気を付けて聞くことができる。

（話･聞イ）

＜言語事項＞

・ 大事な言葉の話し方･速さ･間の取り方が分か

る。（言語ア（ア））

・ 相手に応じた適切な言葉遣いで話すことがで

きる。（言語カ（ア））

３ 単元の目標

◎ 話の組み立てや言葉遣いを考えてインタビ

ューの練習をし、自分の学習に生かすことがで

きる。

＜関心･意欲･態度＞

・ インタビューの計画を立てたり、相手とのや

り取りを工夫したりしながら楽しんでインタ

ビューをしようとする。

＜話すこと・聞くこと＞

・ 自分の聞きたいことを、自分の意図が分かる

ように話の組み立てを工夫しながら、相手や場

に応じた言葉遣いでインタビューすることが

できる。（話･聞ア） 
・ 話の意図や組み立てを考えながら、相手の話

を聞くことができる。（話・聞イ） 
＜言語事項＞

・ インタビューのときによく使われる敬語の使

い方に慣れる。（言語カ（ア））



４ 単元の指導計画 （４時間扱い）４年 
評 価 規 準

時 目 標 学習内容・活動
関心･意欲･態度 話す･聞く 言語事項

手だて

＜言語意識＞

つ

か

む

① ○電話で伝える

場合に、内容が正

しく伝わるため

に大事なことは

何かに気付くこ

とができる。

・教科書の例を

もとに、電話で

伝える場合に、

内容が正しく

伝わるために

大事なことは

何かを話し合

う。 

・電話で伝え

る学習の中

で課題を持

って学習に

取り組もう

としている。

・伝えたいこ

とが正しく

伝わらなか

った原因は

何かを考え、

大切なこと

は何かを考

えている。

・目的や内容

に即して大

切なことを

考え、相手に

正確に分か

りやすく話

している。

・うまく伝わら

なかった例を

挙げ、役割演技

をすることで、

その原因に気

付くことがで

きるようにす

る。 
☆目的意識

② ○効果的なメモ

のとり方をして、

電話で正しく伝

えたり、聞いたり

することができ

る。

・電話で伝え合

う実演をし、メ

モのとり方を

練習する。

・電話で話す

とき･聞くと

きにメモを

することの

よさに気付

き、効果的に

メモを活用

しようとし

ている。 

・電話で話す

とき･聞くと

きに効果的

なメモのと

り方につい

て考え、自分

のメモに生

かしている。

・相手に応じ

た適切な言

葉遣いで話

している。

・友だちのメモ

を比較しなが

ら、よいメモの

とり方に気付

かせる。

☆目的意識

ふ

か

め

る ③

本

時

・日常のいろい

ろな場面を想

定し、電話で伝

え合う練習を

する。

・状況を想定

して、話し手

や聞き手の

役をして練

習しようと

している。

・状況の設定が

難しいときは、

教師から例示

し、練習に取り

組みやすいよ

うにする。

☆相手意識

ま

と

め

る

④

○相手や状況に

応じた言葉遣い

で電話をするこ

とができる。

・「電話で伝言

ゲーム」をす

る。 

･今までの学

習の成果を

生かして、ゲ

ームを楽し

んでいる。

・相手や目

的・内容に即

して大切な

ことを考え、

相手に正確

に分かりや

すく話して

いる。

・相手に応じ

た適切な言

葉遣いで話

している。

・大事なこと

が、正確に伝

わる話し方

をしている。 ・速さを競うの

ではなく、正確

さを競うこと、

失敗しても責

めないことな

ど、ゲームのル

ールを確認し

て取り組ませ

る。 
☆目的意識



５ 本時の指導（３ ／ ４）４年 
（１） 目標

○ 相手や状況に応じた言葉遣いで電話をすることができる。(話･聞ア)
○ 相手に応じた適切な言葉遣いで話すことができる。（言語カ（ア））

○ 大事なことが、正確に伝わる話し方ができる。（言語ア（ア））

（２） 授業仮説

○ 相手に応じた話し方について話し合い、それをもとに練習する中で相互に評価していけば、相手

や状況に応じた言葉遣いで電話をすることができるのではないか。（研究仮説２）

（３） 展開

具体の評価規準と手だて 支援と指導上の留意点 学 習 活 動 段階

・ 話し方・聞き方の両方のポ

イントを確認する。

・ 相手が変わることで話し方

も変わることを確認する。

１ 前時の学習を想起する。

・ 電話で伝えるときに大切な

ことを確かめる。

〈話し方のポイント〉

・ 場所や内容によって、大事な

こと（用けん･時間・場所など）

は何かを考え、それを落とさず

に伝える。

･ 分かりやすく（はっきり、ゆっ

くり、くり返して）伝える。

〈聞き方のポイント〉

・ 正かくに聞き取り、大事なこ

とはメモをとる。

・ 聞き取れなかったところや分

からないところは、聞き返す。

・ 相手が言ったことを、自分で

くり返すなどして、たしかめる。

２ 学習課題をつかむ。

相手におうじた話し方で、正

しく伝えたり、聞いたりしよう

つ

か

む

５

分

A 相手の立場を考えて、相

手や状況に応じて話すと

きに大切なことを考え、聞

き手に分かるように話す

とともに分からなことを

聞き返している。

B 相手や目的・内容に即し

て大切なことを考え、相手

・ 友だちと話す場面と大人と

話す場面の２つをメモの形

で与え、その相手に応じた話

し方を考えさせる。

・ 各自が考えたことを発表さ

せ、話し合わせる。

３ 与えられた状況でどんな話し

方をすればいいかを考える。

・ 友だちが出たときは親しい

言葉で話す。 
・ 家族が出たときは丁寧な言

葉で話す。 

ふ

か

め

る

30
分



に正確に分かりやすく話

している。

達成不十分な子どもへの手だて

友だちがいるときといな

いときの状況や、友だちと

大人という相手に応じた

話し方を考えて、相手が分

かり易いように相手の立

場になって話をさせる。

（発言･メモ・ワークシート）

・ 話し手と聞き手の役を交代

しながら練習させる。

・ 大人と話す場面と友だちと

話す場面の２つを発表させ、

話し方の違いを確認する。

４ ２人（３人）一組でメモをも

とにして電話をかける練習を

する。

５ 練習したことを発表する。

・ 与えられたメモを見ながら

電話をかける。

・ 聞き手は、分からないとこ

ろを聞き返す。 

・ 話す相手、目的、内容を考

えさせ、メモを作るように話

す。 
・ 学習リーダーを中心に、２

人（３人）一組で発表させる。

・ 相互に評価をさせ、相手に

応じた話し方ができている

かを確かめる。

６ 自分達で状況を設定して電話

をかける練習をする。

・ 伝えるメモを作って電話を

かける。

・ 聞き手は、メモをとりなが

ら聞き、分からないところを

聞き返す。 
・ 聞き手のメモの内容が正し

いかを確認する。

・ 話し方について相互評価す

る。 

・ 話し手･聞き手の両方の立

場で振り返り、自己評価させ

る。 
・ 自分や友だちのがんばった

ところを発表させ、意欲付け

につなげたい。

・ 正しく伝えるゲームをする

ことを告げ、学習への意欲に

つなげる

７ 本時の学習を振り返る。 
・ 自己評価する。

・ 感想を書いて発表する。

８ 次時の学習について確認す

る。 
・ 伝言ゲームをしながら電話

をかける練習をすることを確

認する。

ま

と

め

る

10
分



４ 単元の指導計画 （６時間扱い）５年 
評 価 規 準

時 目 標 学習内容・活動
関心･意欲･態度 話す･聞く 言語事項

手だて

＜言語意識＞

つ

か

む

① ○インタビューの体験

を振り返り、気を付け

たい点に気付くことが

できる。

・インタビューした

体験を振り返り、学

習のめあてや計画

について話し合う。

・体験をもとに、

課題をもって学

習に取り組もう

としている。

・インタビューの

ときに気を付け

たいことについ

て考え、発表して

いる。 

・インタビューがう

まくいかなかった

例を挙げ、その原因

に気付かせる。

☆目的意識

② ○インタビューの基本

的事項について理解

し、インタビュー活動

への意欲をもつことが

できる。

・教科書の例文をも

とにインタビュー

に必要な要素を確

認し、今後の学習の

めあてをもつ。

・役割演技に積極

的に参加し、イン

タビューの際に

気を付けたいこ

とを考えようと

している。

・インタビューの

ときに気を付け

たいことを理解

している。

・役割演技をするこ

とで、インタビュー

のときの話の組み

立てや相手とのや

り取りに気付かせ

る。☆相手意識

③ ○インタビューを行う

ための計画を立てるこ

とができる。

・だれに何を何のた

めに伝えるかとい

うテーマを決め、イ

ンタビューの相手

や組み立てを考え

る。

・テーマと相手を

決め、組み立てを

ワークシートに

書こうとする。

・話の組み立て方

に気を付けなが

ら、インタビュー

をするときの資

料作りをしてい

る。 

・インタビューの目

的をはっきりさせ

てテーマを決めさ

せる。☆目的意識

☆相手意識

④

本

時

○インタビューで気を

付けたい点に留意しな

がら、インタビューの

練習を行うことができ

る。 

･前時に作成したワ

ークシートをもと

に練習を行い、自己

評価･相互評価をし

てよりよい組み立

てを考える。

・ワークシートに

書き込んだこと

をもとに、意欲的

に練習に取り組

もうとしている。

・話の組み立てや

相手とのやり取

りに気を付けな 

がらインタビュ

ーの練習をして

いる。

・敬語の使い方に

気を付け、適切な

言葉遣いで話し

ている。

・インタビューの練

習の様子をメモし、

評価に生かすよう

にさせる。

☆目的意識

☆相手意識

ふ

か

め

る

⑤ ○前時の練習の反省を

もとに、話の組み立て

や相手とのやり取りに

気を付けながら実際に

インタビューをするこ

とができる。

・練習をもとに組み

立てを修正し、実際

にインタビューを

して、相互評価のメ

モを作る。 

･前時の練習をも

とに、インタビュ

ーをしようとし

ている。

・インタビューを

聞き合い、助言す

るためのメモを

しようとしてい

る。 

・練習の反省をも

とに、よりよいイ

ンタビューの組

み立てに修正し、

話の組み立てや

相手とのやり取

りに気を付けな

がらインタビュ

ーしている。

・敬語の使い方に

気を付け、適切な

言葉遣いで話し

ている。

・インタビューする

相手について聴衆

によく知ってもら

うことに集中させ

る。 

☆目的意識

☆相手意識

ま

と

め

る

⑥ ○前時のインタビュー

の学習を振り返り、こ

れからの話し合い活動

に生かすことができ

る。 

・前時のインタビュ

ーのテープを聞き

ながら、相互に評価

し合う。 

・互いのインタビ

ューのよさを発

表しようとする。

・相互評価しなが

ら、互いのインタ

ビューのよさに

気付いている。

・自分たちの前のイ

ンタビューの仕方

と比べて向上した

点に気を付けて聞

かせる。



５ 本時の指導（４ ／ ６）５年 
（１）目標

○ インタビューで気を付けたい点に留意しながら、インタビューの練習を行うことができる。

(話･聞ア)
○ 敬語の使い方に気を付け、適切な言葉遣いで話すことができる。（言語カ（ア））

（２）授業仮説

○ インタビューする相手について、聴衆により深く知ってもらうという目的に沿ってインタビュー

で大切な点に気を付けながら練習し、聴衆に伝わったかどうかという観点で評価し合うことで、よ

りよいインタビューの仕方を見つける練習ができるのではないか。（研究仮説１・２） 
（３）展開

段階 学 習 活 動 支援と指導上の留意点 具体の評価規準と手だて

つ

か

む

５

分

１ 前時の学習を想起する。

・ インタビューの目的と相手

を確かめる。

目的・・南股小学校の活動を

知らせる。

インタビューする相手

（グループ毎）

伝える相手・・本年度いらし

た先生方

２ 学習課題をつかむ。

話の組み立てやインタビュ

ーする相手とのやり取りに気

を付けながらインタビューの

練習をしよう

・ 目的意識・相手意識（インタ

ビューする相手と伝える相手）

をはっきりともたせるために確

認しておく。

ふ

か

め

る

30
分

３ インタビューで大切なこと

を確認する。

〈インタビューの仕方のポイ

ント〉

・ 話がそれたときは、元にも

どす。

・ 相手が話しやすいように考

える。

・ 学習リーダーを中心に、こ

こでは、実際にインタビュー

をする場面でのポイントのみ

を確認する。



・ 相手が言ったことを受けて

話す。 
・ 答えやすいたずね方をす

る。 
・ 言葉遣いを考える。

・ 相手の顔を見て、相づちを

うちながら聞く。 
４ 確認したことをもとにもう

一度原稿を見直し、構成する。

・ グループ毎に、インタビュー

役の児童を決め、やり取りをし

ながら構成を見直すようにさせ

る。

５ インタビューの練習をする。

・ グループ毎にインタビュー

する役とされる役になり、進

め方を演技してみる。グルー

プの他の児童は、その補助を

する。

・ 他のグループの児童は、そ

の様子を見て相互評価する。

・ 原稿をもとに、こう答えるの

ではないかという想定で練習さ

せる。

・ 聞きながらインタビューの様

子をメモする時間をとり、相互

評価に生かすようにさせる。

・ 聴衆に伝えたいことが伝わっ

たかという観点で、よいところ

や改善したいところを具体的に

挙げながら評価させる。

・ 児童が気付かない点について

は教師からの評価で補う。 

A 話の組み立て方を工夫

し、相手の話をうけなが

ら的確にやり取りし、目

的に沿って丁寧な言葉遣

いでインタビューの練習

をしている。

B 話の組み立てや相手と

のやり取りに気を付けな

がらインタビューの練習

をしている。 
達成不十分な子どもへの手だて

目的に沿ってインタビュ

ーをし、相手の話を引き

出すように助言する。

（ワークシート・発言）

ま

と

め

る

10
分

６ 本時の学習を振り返る。 
・ 感想を書いて発表する。

７ 次時の学習について確認す

る。

・ 本時の練習をもとに構成

の手直しをしてからインタ

ビューに入ることを知る。

・ 自分や友だちのがんばったと

ころを発表させ、意欲付けにつ

なげたい。

・ 伝える相手に分かりやすいイ

ンタビューにするように話し、

学習への意欲につなげる。




